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『英 国 よ,わ が 英国 よ』試 論

一 エ ロ ス と ア ガ ペ ー

豊 国 孝

1915年 にEπgJ`曲'1～ ω 詑ω 言志に 初 め て掲 載 され,さ らに1921年 に 書 き改 め9

られ たD。H.ロ レ ソス の短 編 小 説"England,MyEnglandi'は 結 婚 に よ る男
の 　 ロ

と女の結びつき,失 われてゆくイギリスの古き良き時代,.戦 争や軍隊のもつ非

人 間 的 メ カ ニズ ム.,自 己 崩 壊 してゆ く男 の死 に対 す る欲 望 とい った ロ レソ ス的

テーマに富んでいる作品である。 ピの小説の評価については,こ れを ロレンス
(1)'

の短編小説中でかなり高い水準に達 しているとする批評家が比較的多いが,と

く に"England,MyEngland"

(2)

と い え よ う。

をとりあげて詳細に分析 した研究家は少ない

}

原 稿 受 領 日1980年4月30日

(1)Cf.F.R.Leavis,D.H.ム αzσ76ηcθ,ハ1b〃 β1ゴs'(Harlnondsworth:Penguin

Books,1978),pp.320-323;Graham層Hough,Tぬ θDα7々S%π,!1S'%の げ

D.」 砿 五 αω7θ ησθ(London:Duckworth,1968),p.173;E。W.TedIock,JL,

ヱ)」 砿 五σzσプ6π`6,1∠4プ'ゴ5'碗4R6う6～,ゑ3'飲2夕oノ 五σ〃ノ勧c8'3F'σ'渉oπ(A1,

buquerque:UniversityofNewMexicoIPress,1965),p愈173-174。

上 記 の3冊 は そ れ ぞ れ"England,MyEhgland"を ロ レ ン ス")短 編 小 説 中 か な

り完 成 度 の 高 い も の と み な し て い る 。 ・ 「

(2)C£KingsIeyWidm6r,Tん θ 々 診o∫Pθ7御75吻,1).πZ卿7θ ηcε's8ぬ02ム

e7Ffc`盛oηs(Seattle;UniversityofWashi窺gtonPress,1962),pp.17-21;　
D.KennethM.Mackenzie,"EnnqiandEnergyin翫g1α 屈,ル 砂EηgJ伽4,"

1).π 五αω7¢ η`θ,AC短 擁σσZS'錫4yoノ 漉 β ル毎 ゴ07ム1bび θ『sα η40魏 θ7π77髭.

勿8・3,』ed,A.H.Gomme(Slussex:TheHarve合terPress,1978),pp.120-

128;johnB.Vickery"MythandRitualintheShorterFictionofD.H.

Lawrence,"乃4b4θ7πFゴc'2伽S'%4づ θs,V(Spri耳g1959),69-75;Frederick

GeorgeMilley,丁 加R伽 σZ(ゾ β θco漉 η8,∠4S'π のoノ 漉 εS乃07'S'07ゴ θsb∫

D,E.Lα ω7θ ηoθ(PurdueUniversityPh.D.,1973),pp.262-268.・

上 記 の4冊 の う ちMilleyの 本 はPurdueUniversityセ ご提 出 さ れ た 学 位 論 文 で

あ る 。
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この小論ではr英 国よ,わ が英国よ』を異教的愛 とキ リス ト教的愛,つ まり

エ ロスとアガ浸 とい う観点か ら分析 してみたいと思 う。なぜなら,そ れは批評

家たちに見落されて しまっているこの小説の一つの主要なテーマであるのみな

らず,ロ レソス文学の本質 と深いつなが りを持っているか らである。

1

物語㊧冒頭で主人公EgbertがCrockhamと い う田舎町の共有地で働いて

いる情景が描写される。そこは原初的存在の象徴である蛇が出没 し,・サクソソ

丁 人カミ侵入 してきた当時 と同 じような古い英国 らしさを とどめている
。

Thesunlightblazeddownupontheeart耳,therewasa

vividnessofflamyvegetation,offierceseclusibnamidthe

s3vagepeaceofthecommons.Strangehowthesavage

,En琴landlingersinpatches:ashere,amidthesρsha琴gygorse
髄

comlnons,andmarshy,shakeinfestedplacesnearthefoot

ofthesouthdowns.Thespiritlofplacelingeringonptimeval,

(3)
aswhenthesaxonscame,solongag6.

Crockhamは 「地 の 霊 」 が し1まだ に そ の あた りを 排 廻 し,花 咲 き乱 れ,緑

豊 か で 野性 味 を た だ よわ せて い る所 で あ る。 そ こは ケル ト的 趣 を もつ エ デ ンの

(4)園
で,'こ こで 二 人 だ け の 愛 の巣 を い となむEgber亡 と妻Winifredは ア ダ ム

とイ ヴ とい え よ う。 と くに 蛇 は根 源 的 な生 命 力`rlife-force"を セ ンボ ラ イズ

してい る と同時 に,楽 園 で の イ ヴの誘 惑 者 と しで の ニ ュ ア ソス も もつ と考え ら

・れ る
。JohnBVIckeryは この若 夫 婦 は神 々の 聖婚"SacredMarriage"を

まね る儀 式 を行 って い る と,こ の 小説 の神 話 的 要 素 を 指 摘 して い る。,

(3)D.H.Lawrence,Eη8PJα η4,ル 砂 君πg♂伽4(Harmondsworth:Penguin

BOQks,1968),P.7.,『

以下この小説 の引用文には頁数だけを記入す ることにする。

(4)RrederickGeorgeMilley,艶 θ.R伽 σ!o/Bgoo痴 η8㌧P.263.

'
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Oneofthecentralritesofancienttimesthatpersisted

intomorerecentagesamongtheEuropeanpeasantryi串the

mim・ti・ ・b・erY・n・ebyhqm・ ・b・i・g・ ・fth・S・ ご・edMarri・g・

ofthegodanLdgoddesS.Itisjustsuchanimitativeritethat

EgbertandWinifredareunconsciouslyinvolvedin,asLaw・

renceintimatesbyjuxtaposingtheimagesoftheiruniohand

theHourishingvegetationandgarden.whichEgbertissaid

tohave``re-created."FurthersupPortforthisisfound'in

Winifred'sbeingregardedas"a'ruddy五reintowhichhe
の サ

couldcasthimselfforrejμvenatioザ'sin¢eT距 θGoZ4のz .Boz59海

emphasizestheprocreativeandpurificatdrypowersgffire

anditsemploymentinconjunctio'nwiththeSacredMarriage

(5)

ritua1.

Crockhamは キ リスト教が普及する以前の異教の神の支配する楽園で あ り,

そこに建て られた若夫婦の木造の家は 「小村があ り,小 地主たちのいた古き時
,

代 の イギ リス」 に 属 して い る。
'

女 主 人公Winifredは 生 命k満 ち あふ れた かに 見 え る,若 く美 しく強健 な

乙 女 で あ り,田 舎 の古 い 家 の 出で あ る。
・ ＼

Ah,howhehadwantedher:Winifred!Shewasyoungand 、

beautifulandstrongwithlife,likea旦ameinsunshine.She

movedwithaslowgraceofenergylikeablossoming,red・

且oweredbush量nmotion,She,too,seemedtocomeoutofthe、

01dEngland,ruddy,strong,wit取acertaincrude,passionate,

quiescenceandahawthofhrobustness.Andhe,hewastall

andslimandagile,likeanEnglisharcherwith
.hisIlong

sppplelegsand丘ne皿ovements.Herhairwasnut-brqwnand
,

allinenergidcurlsandtendrils.Hereyeswerenut-brown,

(5)JohnB.Vickery,"Mythan.dRitualintheShorterFictionofD.H.`

Lawrence,"72.

、
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t60,likearobin'sforbrightness.And与ewaswhite-skinned ノ
withfine,silkyha玉rthathaddarkenedfr6mfair,andaslightly

archednoseofanoldcountryfamily.Theywereabeautiful

couple,(P.8)

一 方Egbertは 古 い 家 柄 の 出で 「生 まれ なが らの ・ミラ」"abornrose"で 『

あ り,美 し くの びや か な 肉体 を もつ 南 国 人 で あ る。 彼 は しな や か な足 を も1つ射

手 に た とえ られ る が,ギ リシ ア神 話 の愛 の神 エ ロ ス も,や は り愛 す る者 の バ ー

。.トを 矢 で 貫 く とい う点 で 同 じで あ る。 彼 の 求 め る もの はWinifredの 美 し く生

き生 き と した 肉体 で あ り,愛 とい う情 熱 で あ る と考 え られ る。

Winifredlovedhim,lovedhim,thissoutherner,asahigher

beingA碗 帥 θ7being,mindyou.NotadeepeLAndasfor

h量m,helovedherinpasslonwith'every飾reofh玉m.She

wastheverywar皿stu硅oflifetohim.』(p.10)

こ こで ロ レ ソスはEgbertが 情 熱 的 な 南 国 人 で あ る こ とを 強 調 す る。 それ に

対 しWinifredは 父 親 同様 に北 国 人で あ り,典 型 的 イ ギ リス人 とい え る。 情

熱 の人Egbertが 求 め る も のは エ ロ ス的愛 で あ り,情 熱 的 愛 で あ る。 しか し ロ

レン スに とっ て こ う した"erOticIove"つ ま り"sex"は 単 に 肉体 的 結 びつ き
.

に と どま らず,本 質 的 に宗 教 的 な 神秘 で あ り,聖 な る儀式 とい え る。 とい うの

は 彼 の 「ハ ーデ イ論」"StudyofThomasHardy"の 中 で ロ レソ スは

/

Buttheact,calledthesexualact,is .hotforthedepoSiting

oftheseed.Itis・f6rleapingofεintotheunknown,asfrom

(6)、

,acliff'sedge,1ikeSapPhointothesea.

(6)D.H.Lawrence,`"StudyofThomasHardy,"P乃oθ 昭物,丁 加Pos漉%卿o勿3

P砂 θノ30∫ ρ.丑L4ω7θ η06,ed.EdwardD.McDonald(Harmondswo蛤th:

PenguinBooks,1978),p.441.
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と述 べ て お り,さ らに

Thisconsummationmaybealsophysica至,betweenthemale

bodyandthefemalebody.But玉tmaybeonlyspiritualbe・

(7)
tweenthemaleandfemalespirit.

ζ男 と女の 「合一」によ り深い意味を与えようとしているからである。

EgbertはWinifredに 対する肉体的愛は勿論のことであるが,愛 とい う情

熱そのものを愛 している。それは限 りなき欲望であるエロスの崇拝 ともいい う

る。.

エ μス とは完全無欠な 「欲望」であ り,光 明に満ちた「憧 憬」であ る。

最高の能 力をもち,純 粋性 をはげ しく求める状 態 すなわち 「全一∫を

あ くまで追求す る状態にまで高め られた人間本来の宗教的飛躍だ。 しか

し窮極の合一 とは,多 様のなかであえいでい る現存在の否定をこほか な ら

ない。か くして欲望 の最高度め飛躍 は,無 欲の状態に到達す る。 エ ロス

の弁証法は,・性的魅 力の もつ リズムとは まった く無 関係 ななにか しらを

人生に導入する ことな る。 もはや鎮 まることのない欲望は,も はや なに(
8)

ものによっても満たされない。

EgbertとWin童fredは,ま るで トリス タ ン とイ ズ ー の よ うに あ くこ とな き欲
、

望 と情熱に身をまかせることになる。

Wonderfulthen,thosedaysatCrockhalnCottage,thehrst

days,allalonesaveforthewomanwhocametoworkinthe

mornings.Marvellousdays,whenshehadallh童stall,supple,

負ne-fieshedyduthtoherself,forherself,andhehadherlike

aruddy丘reintowhichhecouldcasthimselfforrejUvena-

ti◎n。Ah,thatitmightneverend,thispassion,thismarriage!

(7)1わ ゴ4.,p,460.

⑧ ドニ ・ ド ・ル ージ ェモ ンr愛 につ い て一 エ ロ不 とア ガペ 』 鈴木 健 郎,川 村克 己

訳(岩 波 書 店)昭 和48年5月30日,pp.74--75。
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Theflameoftheirtwobodiesburntaga}nintothatoldcot・

tage,thatwashauntedalreadybys6muchby-gone,physical

desire.Youcouldnotbe層inthe4α7々roomforanhourwith・

outtheinHuehcescomingoveryou.Thehotblood-desireof
　

by-goneyeoInen,thereinthisolddenwheretheyhadlusted

andbredforsomanygenerations.Thesilenthouse,4α アゐ,

withthick,t量mberedwallsandthebigblackchimney-place,

。ndth,,e。,e。f、ec,ecy.D㈱w量th1。w,litt1,wi。d。w、,、unk>

intotheearth.1)α 挽,likealair,wherestrongbeastshad

lurkedandmated,・lonelylatnightandlonelybyday,1eftto

the搬selvesandtheirownintensityforsomanygenerations.

Itseelnedtocastaspell`on.thetwoyo耳ngpebple.They

becamedifFerent.The士ewasacurioussecretglowabouttheln,

acertainslumberingHamehardtounderStand,thatenveloped

themboth,Theyto6feltthattheyldidnoガbelongtothe

Londonworldanylnore.(イ タ リ ッ ク 筆 著)(pp.10-11)

彼 等 二 人 が 陶 酔 して 情 熱 的愛 に 浸 る こ とが で き るの はLondQn1と い う都 会 と

は 異 質 な 「原 始 的 で 野性 の ま まに 息 づ い て い る」 か に み え るCrockhamに 住

ん で い るか らで あ る。 ト リス タ ソ神 話 で は秘 薬 が彼 らの情 熱 を さ らに 高 め る

モ メソ トとな る のだ が,『 英 国 よ,わ が英 国 よ』 で ほCrockhamと い う土 地 が

EgbertとWinifredと の愛 に お け る秘 薬 の役 目を 果 た す こ とに な る。、上 記 の

引 用、でと くに"dark"と い う語 が く り返 され,根 源 的 な 「暗 黒 」 の世 界 が 強 調
'(9)

され る。 この シ ー ンで の 「暗黒 」は 生 の根 源 で あ る デ ィ オ ニ ソス的 世 界,さ らに

キ リス ト教 以 前 の異 教 的 世 界 の シ ン ボ ル と考 え て も よい 。

Egbertが 英 国 の古 い歌 や 舞 踏 に 愛好 心 を 示 す の は,.失 わ れ て ゆ く過 去 を な

つ か しむ 気 持 と,現 実 か らの逃 避 とも考 え られ よ う。 だ か ら彼 が 実 生 活 に おい

て行 って い る こ とは,ど れ もみ な 「ア ァ チ ュ ナ的」 で 「不 完全 」、な の だ。 彼 に

(9)'・拙稿 『白孔雀』覚え書 デ ィオニ ソス的世界 の没落(室 蘭工業大学)研 究報告

第10巻 第1号,昭 和55年1月31日,39-55.を 参照。 ・一 、 『
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人 生 と真 剣 に とり 組 む とい う意 志"willtqlive"漆 欠 け て い る こ とが 暴 露 さ'

れ る が,ロ レ ン ス は そ れ を 皮 肉 な 調 子 で'描 写 す る 。

Itwasnot「thatlhewasidle.Hewasalwaysdoingsome-

thing,inhisamateurishway.Buthehadnodesiretogive

h量mselftotheworld,andsti111esshadheanydesireto

負ghthiswayintheworld.No,no,theworldwasn'tworth の
it.,Hewantedtoignoreit,togohisownwayapart,1ikea

casualpilgrimdowntheforsakgnsidetracks,Helovedhis

wife,hiscottageandgarden.1{ewouldmake璋slifethere,

asasqrtofepicureanhermit.Helovedthepast,thpold

musicanddancesandcustomsめfbldEngland.幽Hewouldtry

andliveinthespiritofthese,notinthespiritoftheWorld

ofbusiness.'(PP.12-13)

し

Egbertに と って 現 実 の ビ ジ ネ ス の世 界 は 無 視 す べ き も0で あ り,仕 事 に 就 く

こ とな ど軽蔑 す べ き こ とな の だ。 彼 は失 わ れ て ゆ く異教 的埠 界 の 熱愛 者 で あ り

愛 とい う情 熱,エ ロス を愛 す る夢 想 家 で,幽こ う した 愛 な しに は生 き て ゆ く こ と

が で きな い 。 ・ 、

これ に 対 しWinifredの 父 親GodfreyMarshallは 強 靭 な 体 を もつ 典型
1

的イギリス人であ り,冷静な実務家である。彼はLondonに 住んでおり・娘 と

婿の生活を金銭的に援助 してい る。娘に とってGodfreyは 古い父権をもつ神

的な存在 とさえいえる。彼の家庭に何時 もクリスマス的雰囲気があのは,実 務

家である彼が家庭に心のやす らぎを求めているだけでなく,彼 が敬謙なカ トリ

ック信者であるか らなのだ。

TherewasalwaysatouchofChris七maslabouthim,now

hewasWelloff.Iftherewaspoetryafterdinner,therewere

alsochocolatesandnuts,andgoodlittleout-of-the-waythings

tobemunching. .(p.10)
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この義父 とEgbertrの 対比一実務家 と夢想家,北 国人 と南国人,正 統舟リス

ト教 徒 と異 端 者 一 は と りもな お さずGodfreyの 娘WinifredとEgbertと

の本 質 的 な違 いで あ り,や が て この夫 婦 の関 係 に 破 局 が 訪 れ る こ とが 予 測 され

る こ'ととな る。

2

EgbertとWlnifredの 若 夫 婦 にJoyceと い う娘 が 生'まれ るに い た り

Winifredの 関 心 は 次第 に夫 か ら子供 へ と移 っ'てゆ く。'

Winifredappreciatedherdarlinglittlegirl,andfelt'adeep

senseofdutytowardsher.Strange,thatthissenseofduty

shouldgo6eeperthanthelovefor『herhusband.Butsoit

was.Andsoitoftenis.Theresponsibilityofmotherhood

wastheprimeresponsibilityinWinifred'sheart:therespon・

sibilityofwife耳oodcamealongwaysecond・(P・14)

Winlfredは 野蛮人ふ うのといっても良いほどの強い義務感 と家族意識を持っ

てお り,夫Egbertを 除外 して,彼 女の父と子供達 と彼女で一つのサークルを

な してい る。彼女にとって夫ば単に愛 とい う情熱め対象にすぎず,あ とめこと

は一切資力と父権を厳然として持つ父親にゆだねている。.

、

Herewasamanwho葺adkeptalivetheoldredflame

offatherhood,fatherhoodthathadeventherighttosacri且ce

thechildtoGod,likeIsaac.Fatherhoodthathadlife-and-

deathauthorityoverth6children:agreatnaturalpower.・

、 』 「1(P.20)

まさに9・df・eyは 難 とい う赤 く燃きる齢 もや し繍 る・ゆ できる、男で ・

あ る。

一一方EgbertはWinifredと の愛 に 魂 を 捧 げ て しま って い る
。 しか し彼 の愛

`
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の 対象 は 実 はWinifredと し,・う よ り恋 愛 そ の も ので あ り,ト リス タ ソ神 話 の

主 人公 同様 愛 の彼 岸 に死 を求 め てい る とい っ て も良 い で あ ろ う。 ル ー ジ ュ モ ソ

は 情 熱 恋 愛 は 一 種 の 自己 陶 酔 で あ りナ ル シ ズ ムで あ る と主 張 す る。 ・

騎士道伝説の分析に よって,わ れわれは トリス タンが愛 していたもの

・はイズーではな くして恋愛その ものである ことを,そ して,こ の恋愛の

彼岸で死 を,すなわち,罪 ふかい奴隷の状態にあ る自我 か らの唯一の解放

である死を愛 してい ることを知 った。 トリス タソはこの約 束にも,こ の

象徴的な姓 イズー・輪 ・・の鄭'方 便にも誠智 はなく・彼

自身の もっ と内奥に潜むひそ かな情熱に誠実 なのであ る。

トリスタソ神話の場合は,王 の妃に愛を抱 くとい う不倫の関係 と桜薬がこの情

熱恋愛の成立の重要なモメソトとなるのであるが,『 英国よ,わ が英国よ』に

おいては夫が自分の妻を愛するとい うだけで,彼 の情熱をか りたてる刺激がな

い。 しかも家族の絆や神への愛を優先するWinifredと 愛そのものを重視す

るEgbertの 間に大きなずれを生 じさせ ることになるが,ロ レソスはそれを

キ リス ト教的なものと異端的なものの対立 とい う視点から描 こうとする。

Herdark,silent,passionateauthorityhewouldn③tallow.It

wasabattlebetweenthem,thebattlebetweenlibertyandthe

・ldb1・ ・dや ・w・ ・A・d・f・ ・ursρhgw・ 孔Th・littl・gi・1・1…dl

himandadoredhim.`1)addy!Daddy!'Theycoulddoasthey

likedwithhim.Theirmotherwouldhaveruledthem.She

wouldhaveruledthempassionately,withindulgence,with

theolddarkmagicofparentalauthority,somethinglooming

andunquestionedand,afterall,divine:if罫rebelievein

divineauthority.TheMarshallsdid,beingCatholic.

AndEgbert,hetumedherolddark,Catholicblood-author・

ityintoasortoftyranny.Hewouldnotleaveherherch玉ldren.、

⑩ 『愛 にっ い て 』,pp。448F449.
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Hestolethemfromher,andyetwithoutassumingresponsi・

bilityforthem.Hestolethemfromher,inemotionandspirit,

andleftheronlytocommandtheirbehaviour.Athankless

lotforamother.(p.21)

上 の引 用 で 明 らか な よ うにWinifredの 家 系 は 熱 心 な カ ト リッ ク信 老 で あ り彼

女 は 子 供 の しつ け に 対 して親 の威 厳 を お しつ け,権 威 を も っ て子 供 達 を 支 配 し

よ うとす るが,エ ロ スを求 め る異教 徒Egbertは 自由 と放 任 を もっ て子 供 達 に

接 す る。 この 二 人 の 間 の 対 立 は キ リス ト教 と異教,キ リス ト教 的 愛 と異 教 的 愛,

さ らに は ア ガペ とエ ロスの 蔦 藤 と もい え よ う。

さてここで,エ ロス とは合一を,換 言 すれば個人の神 の うちへの本質

的な融 合を願 うものであることを想起 しよう6独 立 した個人一 この痛

ま しい誤謬 のかた まり一 は,神 の完壁性 のなかに己を失 うまで上昇 し

なければ な らない。 人間 は被造物に恋 々としていてはな らない。なぜ な

ら,被 造物 はなん ら卓越 した ものをもたず,個 別的な存 在であ る限 り,

「存在者」 の欠点ぼか りを表現 してい るものだか らである。 したが って

われわれに隣人な どはない。 「愛」の高揚は同時に苦行 とな り,人 生 の

彼方に至 る道 となるであ ろう。・

これセこ反 し,ア ガペは生の彼岸で行なわれ る合一 を求めない。<神 は

天にあ り,お まえは地 にい る。〉そ しておまえの運命 は,こ の世におい

て展開す る。罪 は生 まれ 出た とい う事実にあ るのではな く,自 立的 とな

って神を失 った ことにあるのだ。 しか し,わ れわれの欲望 の漢 と した

高揚 によっては,神 を見 出す ことにないであ ろう。われわれのエ ロスを

い くら昇華 させても無 駄であ る。エ ロスは所詮われわれ 自身 以外の もの

とは決 してな らないのだ!正 統 的なキ リス ト教には,幻 想 もなければ,

(1ユ)
人間的楽観主義 もない。

エ ロス は 生 の彼 岸 に お け る合 一 を 求 め るの に 反 し,神 の愛 で あ る ア ガ ペ は そ

うい った 意 味 で の 合 一 は 一 切求 め な い の で あ る。EgbertとWinifredは 本質

的 に 対 立 的 要 素 を もつ 夫 婦 で あ り,カ トリ ッ・ク信 者で あ る妻 に と って夫 の愛 と

⑪ 『愛 について』,P.91.、
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い う情熱が次第にわず らわ しくなってくる。
し

.

3

長 女Joyc6の 足 の怪 我 とい う決 定 的 事 件 は,、Winifredの 宗 教 心 を ます ま

す 撫 な もの にす る・ こ⑳ 一 ンで はEgb俘 ・tρ ミ不 臆 哩 い た 鎌 でJgyce
,'

が怪 我 を し不 具 に な るの だ が,こ れ はEgbert・ .Winifredの 夫 婦 関係 に と り象

徴 酌 な事 柄 で あ る。JohnBVickeryは"Enganld・MyEng典nd"は 主 人

公 を"scapegoat"と す る神 話 で あ り,Joyceは"fertilitygod"で あ るEgbert
⑫'

の身 代 りで あ る と主 張 す る。

That.耳gbertisu§ingthechildasasゆstitut6forhimselfis

furthersuggestedbytheweapon'sbeingasickle,theinstru・

me血temployedinharvestr玉tuaiミtosacri血cethefertility

deity.Evenmorestrikingisthefactthat,accordingtoFrazer,

"thecorn -spiritisconceivedasachi豆dwhoisseparatedfrom

㈲ 、

itsmotherbythestrokeof毛hesic母e."

同様 にFrederickGeorgeMilleyも こ の場 面 を 一 つ のr量tualで あ る と次

の よ うに分 析 して い る。

コ
The負rstr隻tualact 、promisinga玲ewlifeoccurswhen

Joyce,theoldestd包ughter・accidentallytripsρverasickle

carelesslyleftlyingaboutbyEgbert.Thesickle,asymbolof

powerandkingshipinprimitiveDruidictimes,shouldbeused

・toρastratetheoldkinginorderthatlifemightberenewed「

throughthi忌sacri負cialdeath.However,thebloodofthe「 玉n-

nocentsurrogatefanstobringaboutanyresurrectionorrenew・

⑫JohhB・Vickery,9ρ ・c6ち69-75・ ・

O㊥16δ4.,75.
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alinthegarden.Egbertonlysucceedsincompounding'his

αφ
irresponsibility.

Milleyに よれ ば 鎌 は ドル イ ド教 時 代 に は 王 権 の シ ソ ボ ルで あ り,、年 老 い て

しま った 王 を殺 害 して新 しし
.・生 命 を 甦 らせ るた め の儀 式 に 使 わ れ た 。 しか し,

この 出 来事 は何 ら新 しい も の の再 生 と希 望 を もた らす こ とが で き ず,.Egbeft

9
は 責 任 を回 避 し,現 実 に 背 を 向け てゆ く よ うに な る。

愛 娘Joyceの 怪 我 でWi皿ifredは 責任 のが れ を してい る夫 に 失 望 し,7

層教 会 に 熱 中 す る。 ロ レ ソ スは そ うい ったW童nifredを"nun"と か"Mater

Dolorata"と い う言 葉 で 描 写 す る。

欄

Sosheprayedbesidethebedofherchild.Andlikethe

Motherwiththesevenswords,inherbreast,slowlyherheart

ofprideandpassiondiedinherbreast,bleedingaway,

Slowlyitdied,bleedingaway,andsheturnedtotheChurch

forcomfort,to`Jesus,totheMotherofGod,butmostola11,

tothatgreatandenduringinstitution,theRomanCatholic

Church.ShewithdrewintotheshadowoftheChurch.Sbe

wasamothβrwiththreechildren.Butinhersoulshedied,

herheartofprideandpassionanddesirebledtodeath,her

soulbelongedtoherchurch,herbodybelongedtoherduty

asamothef.・,・

Herdutyaslawifedidnotenter.Asawife.shehadno

senseo弄 、duty:onyacertainbitternesstowardstheman

withwhomshehadk血Qwnsuchsensualityanddistraction.

ShewaspurelytheMα'θ71)0107α'α 。Tothemanshewas

closedasatomb・ 、.'(P.28)

脚

彼 女 が 奉 じ る の は ロ ー マ カ ト リ ッ ク とい う正 統 で あ り,彼 女 が 求 め る も の は

㈲FrederickGeorgeMilley,oρ,c舐,p.264.

「,

■
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精 神 的 安 ら ぎで あ り,神 に対 す る愛,ア ガペ で あ る。Winifredは 夫 に 対 して

は 心 を かた くな に 閉 ざ して し ま って い る。.

ふ と した 不 注 意 か ら最 愛 の 子供 を か た わ に して しま ったEgbertはJoyce

を見 る こ とに 耐 え ち れず,現 実 か ら 目を そ む け る こ と以外 何 もで き な い 。Wini・ ・

fredがJoyc6の 足 の治 療 のた め,子 供 達 を連 れ て 層Londonに 行 っ て し まら

た 後,彼 は 独 りでCrockhamに 住 む こ と とな る。¢
Hisheartwentbacktothesavageoldspiritoftheplace:

thedesireforoldgods,01d,lostpassions,thepassionofthe』

cold-blooded,dartingsnakesthathissedandshotawayfrom

hirn,themysteryofblood-sacri且ces,allthelost,intensesen・

sationsoftheprimevalpeopleoftheplace,whosepassions

seethedin .the,airstill,fromthoselongdaysbeforethe

Romanscame.Theseetheofalost,darkpassionintheair.

Thepresenceofunseensnakes.(PP29-30)

Egbertは 古 い 時 代 の 異 教 の 神 々や 失 わ れ て しま った 情 熱 の中 に 一 層 の め り'

こんで ゆ く。 エ ロス を崇 拝 す るEgbertに と りWinifredと のか っ て の情 熱

に 満 ちた 男 と女 の関 係"man-wolnanrelationship"が 次 第 に 損 わ れ てゆ く

こ とに 我慢 で き な い。 彼 が嫌 って いた 兵 役 に服 す る こ とを決 心 す るの も,そ う

い った 耐 え がた い 現 実 か ら逃 れ るた め の一 つ の 手段 で あ り,彼 自身 は 意 識 して

い ない のだ が一 種 の 自殺 行 為 とい う こ とが で き よ う。 彼 は 軍 隊 とい う集 団 の も

つ 非 人 間 的"mob-spirit"を 軽蔑 して い なが ら,そ の 中に 身 を 置 く こ とに な

る。 そ れ は 情 熱 的愛 と死 が 結 びつ い て い るか らな の だ。 とい うの は 情 熱恋 愛 が

そ の根 底 に おい て恋 人 め 自己 陶 酔,自 己 礼 讃 で あ る よ うに,戦 争 も一 つ の 集 団

的 な ナ ル シ ズ ム,自 己 礼 讃 で あ るか らで あ る。

国家の激情 もまた,集 団的な 「自我」の 自己礼讃 であ り,自 己陶 酔的

な愛である。国家相互の関係 が愛 と して表示 され ることは稀であ り,ほ

とん ど常 にまず 僧悪が生 まれ て,そ れが宣告 され ることは事実である。



104 人 『文 研 究 第60輯

しか しこの他者への僧悪 は,情 熱恋愛の激情 にも常に現われ るものでは

ないか。そ こには アクセン トのずれがあ るにす ぎない。それ な ら国家情

熱が欲するものは何か?集 団的な力の高揚 は,次 の ようなジ レンマに陥

らざるをえない。すなわち帝国主義が凱歌をあげ る一 これ は掌宙 と肩

を並べ ようとす る野望一 か,さ もなければ隣国か これ と強硬 に拮抗 し

て戦争 となるか。 ところが,情 熱 の湧 きた ぎる初期において,国 家が希

望 のない戦争を まえに尻込みす ることはほ とん どないのである。 こうし

て国家は,情 熱を拗棄す る よりは死の危険 を,さ らに死そ のも のを選ぶ

⑱と
い うことを,そ れ と告 白こそ しないが表 明 してい るのであ る。

工 目ス を求 め て得 る こ とが で きな か ったEgbertが 匡1家の激 情 で あ る戦 争 の

・なか に 身 を置 く こ と も
,戦 争 が集 団 的 な 自己 陶酔 で あ る点 に お い て 当然 の帰 結

と もい え よ う。こ う考 え て くる と,彼 は無 意 識 の うち に愛 の彼 岸 に死 を求 め て い

た とい う こ とに な る。Egbertは 現 実 を 回 避 す る こ とな く積 極 的 に 人生 を生 き

抜 く とい う意 志"willtolive",を 欠 い て い る人 間 で あ り,生 と真 剣 に と り組

む とい う姿 勢 を捨 て去 って し ま って い る。 ロ レ ソスは テ キ ス ト中 の"aborn

rose"と い う語 句 か らも 明 らか な よ うに,Egbertに 対 して深 い 共 感 を もっ て

描 い ては い る が,彼 の生 き る とい うこ とに 消 極 的 で あ る点 を 鋭 く告 発 して い る。

HewentbackagaintocampItdidnotsuithimtobea

modemsoldier.Inthethick,gritty,・hideouskhakihissubtle

physiquewasextinguishedαsが 勿 んαdゐ θ醐 雇11θ拡Inthedgly

intimacyofthecamphisthoroughbredsensibilitieswerejust

degraded.Buthehadchosen,soheaccepted.Aηuglylittle

lookcameontohisface,ofamanwhohaSacceptedhis

owndegradation.・'(イ タ リ ッ ク 筆 者)(pp.34-35)

"asifhehadbeenkilled"と い う語 句 は 彼 が 生 きな が ら死 ん で い る状 態

"deathinlife"に 陥 って い る こ とを 示 して い る
。 生 き る こ と を 拒 否 す る

Oδ 『愛につ いて』,p.386.
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Egbertは 堕 落 に 甘 ん じて 自己 崩 壊 して ゆ く男 で あ り,情 熱 を も っ て死 を 選

ん だ トリス タ ソ の崇 高 さは な い 。

Egbertが 休 暇 で 家 に 戻 って くる のを 待 っ てし＼るWinifredに して も,お 国

のた あ に 軍 務 に 服 して い る兵 隊 を'ねぎ ら う とい う義 務 感 か ら彼 に 妻 と して の つ

とめ を 果 た してい るに す ぎ ない 。 、

WinifredwaitedforhiminalittlepaSsionofdutyand

sacrifice,宙illing、toservethesoldier,ifnotthgman.Itonly

madehi卑feelalittlemoreugl～rinside.TheWeek-endwas

tormenttohilh:thememoryofthecamp,theknowledgeof

‡helifeheledthere;eventhesight、ofhisown、1egsinlthat

abhorrentkhaki.Hefeltasifthe .hideousclothwentintohis

bloodandmadeitgritty 、anddirty.ThenWinifredsoready

toservetheso1漉 θ7,whensherepudiatedtheman・(P・35)

しか もWinifre4が 夫 を 待 っ て い る所 は 美 しい情 熱 的愛 の 思 い 出 に 満 ち た

Crcckhamで は な く現 代 的 な索 漠 と した 都 会Londohな ので あ る。

4 .

も うす で に 自己 崩 壊 の道 をた ど って い るEgbertは や が て戦 線 に 出 てゆ く。

の 死 の シ 副 ン は

Widmerに よ れ ば ロ レ ソ ス 自 身 の ニ ヒ リ ズ ム と死 へ の あ こが れ"adeeperni・'`⑯

hilismandalongingfordeath"を 反 映 して い る とい う こ とに な る 。 しか

AttheendofthesummerhewenttoFlanders,intoaction,

Heseemedalreadytohavegoheoutoflife,beyondthepale

oflife.Hehardlyre!nemb6redh至slifeanymore,be1nglike

amanwhoisgoingItotakejumpfromaheight,andi$only

lookingtowherehemustIand.、(P.36)

こ の 小 説 の 最 後 の 数 頁 に わ た っ て 描 が れ る 主 人 公Egbert

＼

⑯Kings1εyWidmer,丁 加 五7'o∫P〃o〃5吻,P.21.
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し主 人 公 に 多 少 と も作 者 の感 情 移 入 が な され るの は 当 然 で あ り,・巨 レ ソス はむ

しろそ う した 死 へ の 欲 望 を 描 きだ す ご とに よ り,そ れ を 否定 し告 発 して い るの

で あ ろ う。 ロ レン スがEgbertの 魅 力 に 共 感 して い る こ とは 下記 の引 用 で も明

白で あ るが,彼 の もつ 否 定 的 な面 は 鋭 く指 摘 して い る。

Egbert'squalityiscertainlynotsimplyweakNOtonlyis

hean♂erect,supPle .symboloflife',aresoluteIshmael,

・oPPosingWinif「ed'sC耳 「istWithhisownBaalan宅 語shta「ot仔 ・

butheispositivelywel1-bred,pureof阻obpassion_

Egbertは 軍 隊 とい う一 つ の集 団 の もつ 卑 俗 で 非 人 間 的 メ カ ニズ ム とつ いに

一 体 とな り自己 崩 壊 して ゆ く
。

Hemovedintoaユightning-1ike勉 θ醜 α%げcαJresponseat

thesharpcryfromtheof五ceroverhgad.ハf6c肋 蛎s勉,thepufe

〃2θc苑α%fo認actionofobedienceattheguns.Pure〃zθo乃 απ6cα1

actionattheguni∋.11t・1eftsoulupburdened,broodingindark

nakedness.Intheend,thesoulisalone, .brood量ngonthe
「f
aceoftheuncreated且 眠asabirdonadarksea.

(イ タ リ ッ ク筆 者)(p.37)

マ レ ソ ス は"mechanica1"と か"mechanism"と い う言 葉 を く り返 し使

う ・ 尽 よ り庫 隊 の もつ 非 人 道 的 ・ カ テ ズ ・ の 恐 ろ し さ 観 事 に 描 い て い る・

彼 は 初 期 め 短 編 小 説"ThePrussianOfficer"で も軍 隊 と い う組 織 の 中 で 将

校 と 兵 卒 の ホ キ ・セ ク シ ャ ル な 関 係 が 最 後 に は 暴 力 的 な 死 へ と 発 展 して ゆ く様

子 を 描 写 す る こ と に 成 功 した が,こ の 小 説 で は も っ と は っ き り と・軍 隊 の 非 人 的

⑰D.KennethM.・Mack6nzie』"EnnuiandEnergyinEη8」 α雇,1吻 動g.

Zαη6ノ,D.且Lαzσ7¢ ηoe,4C7甜6cσJS'%dyoノ'乃 θ伽 ゴ07ハbび εJsση40'ぬ θ7噛

W7漉 ηg3,ed.A.H.Gomme(Sussex:TheHarvesterPress,1978),p.125.
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メカニズムを告発 しているのである。戦争はルージュモソの主張する集団的な'

自己陶酔であり,そ の激流の中にあっては個人の存在など完全に無視され,人

間は戦争に勝?た めの一手段にすぎなくなってしまうのだ。最後の 耳gbertの

死のジーンは彼の意識の流れを追 うことに より展開される。

Death,oh,death!↑heworldallblood,and'thebloodaユ1

writhingwithdeath.Thesoulliketh6tiniestlittlelightout

onα4α 嬬5θ α,漉 θ ε6σ げ δ1004.AndtheIightguttering,beat'

ing,pulsinginawindlessstorm,wishingitcouldgoout,

yetunable.

Therehadbeenlife.TherehadbeenWinifredandhis

children.Butthefraildeath-agonyefforttocatchatstraws

ofmemory,strawsoflifefromthepast,broughtorLtoogreat

anausea.No,No!NoWinifred,nochildren.Noworld,nopeople.

Bettertheagonyofdissolutionaheadthanthenauseaofthe

effortbackwards∫Bettertheterribleworkshouldgoforward,

thedissolvinginto訪 θ'配 αcんsθa(ゾ46α 漉.intheextremity

ofdissolution,thanthatthereshouldbeanyreachingbackto・

wardslife.Toforget!Toforget!Utterly,utterlyto』fQrget,in

thegreat'forgettingofdeath.Tobreakth6coreandtheunit

ofIife,andtolapseouton翫 θgγ8α'4α7肋 θss.Onlyth琴t.To

breaktheclue,andmingleandcomminglewith疏20π ε4α7ゐ.

%θ ∬,withoutafterwardsorforwaτds.Let漉 θ配 αcゐ's飢qプ4θ α,乃

・itselfsolvetheproblemoffuturit～L ,Letthewill6fmanbreak

andgiveup.(イ タ リ ッ ク 筆 者)(p.39)

、

○

ζ こで 描 か れ る主 人 公 の死 の苦 痛 は 彼 の"self-dissolution"ヵ ミそ の 極 に達

した こ とを 示 してい る。 何 度 も く り返 して用 い られ る"dissolution""dissolv・

始9"と い った 語 は1「生 」,『1ife"と 対 比 され て お り,Egbertカ ミ今 沈 ん で行

こ う と して い る 「暗 黒 の死 の海 」"the姐ackseaofdeath"はMirceaEliade

の言 葉 を 借 用 す れ ば,無 形 態,存 在 以 前 の カオ ス的世 界 へ の 回 帰 を意 味 して い
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る と もい え る6

Ontheotherhand,imm6rsionin、watersigni丘esregression 、

tothepreformal,reincorporationintotheundifferentiated

modeofpre-existence.Emersionrepeatsthecosmogonicact

offormalmanifestation;づmmersionisequivalenttothedis-

soluゆoffo「m&Thisiswh{

㊥thesymbolismofthewate「s
impliesbothdeathandrebirth.

水没 は形 態 の分 解,死 を象 徴 す るが,ロ レソ スが 用 い る 「暗 黒 の海 」 は 主 人 公

の"self-dissolution"の シ ン ボル と してふ さわ しい 言 葉 で あ る。Egbertは エ
＼

戸ス を求 めつ づけ 究 極 的 な合 一 に は 昇 華 され ず に 「暗 黒 の海 」 の 中に 沈 んで ゆ

ぐ こ とに な る。 層

こ う考 え て くる とEgbertは 単 にF,R.Leavisの い う よ うに英 国 の"the

⑲
oldculturedleisuredays"を 象 徴 す る のみ な らず,キ リス ト教 的 な も のに 対

比 され た 異 教 的 な もの,神 中心 の愛 に 対 す る人 間 中心 の愛,つ ま りア ガペ に 対

す る エ ロス の シ ンボ ル と さえい え る。 結 末 に おけ る彼 の死 は ロ レソ ス の生 きた

英 国 社 会 に おけ る 工 目ス的 な も の,愛 とい う情 熱 の衰 退 と没 落 を 予 告 してい る

とい って も過 言 で は な い で あ ろ う。

⑱MirceaEliade,丁 加Sσo解4α η4漉 θPアoノ ゐη6,7'ゐ θハ初 π760∫R2」 頓oη,

trans.WillardR.Trask(NewYork:Harcourt,Brace&WorldInc.,

1959),p.130.

⑲F.R.Leavis,1).泓 、乙αzσ76η06,2Vの θ露s',p322.

鱒 アソ ダ ー ス ・ニ ーグ レン 『ア ガペ ー とエ ロー ス』 岸 千年,大 内弘 助 訳(新 教 出版

社) .1977年9月20日,pp.185-186.「 ア ガペ ー とエ ロー ス は,人 生 に対 す る二 つ

の 全 く相 反 す る態 度,二 つ の全 く異 な っ た宗 教 的 ・倫 理 的 な型,の 象 徴 で あ る。 こ

れ らは全 宗 教 史 を 貫 い て い る二 つ の 流 れ,す なわ ち 自己 中心 の見 解 と神 中心 の見 解

を 代 表 して い るの で あ る。 自 己中 心 型 に お い て は,人 間 が 中心 であ る…今 一 っ の型

に お い て は,神 が 中心 で あ る。」 と ニー グ レン は ア ガペ とエ ロスの 本質 的 対 立 を 指

摘 して い る。


